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私達は早期胃癌162例とそれに準ずる早期胃癌類似進行癌62例,計 224例を高分化型癌 と低分化型癌

およびその混合型癌の 3つ に大別 し,そ の臨床病理学的に検討を行った。高分化型癌は男性,高 齢に,

I型 ,IIa型 の隆起型に,Aお よびCの 領域に多い。一方低分化型癌は女性,若 年者に,IIcで Mの 領

域に多かった. リンパ節転移率および リンパ管侵襲陽性群で,m癌 を除けば高分化型癌では,そ れぞ

れ22.6%,58.2%,混 合型痛では51.4%,56.4%で あったのに比べ,低 分化型癌は8。9%,28.1%で あ

り非常に低値であった。混合症例で低分化型が優勢であった リンパ節転移率 とリンパ管侵襲陽性率は

578%,40%で ,単 独の低分化型癌 と相違する。

索引用語 !早期胃癌,早 期胃癌類似進行癌,胃癌の組織型,胃癌リンパ節転移,胃癌リンパ管侵襲

はじめに             癌 と早期胃癌類似進行癌に症例をしばり,そ れぞれの

胃癌の組織分類には組織発生を考慮したLauだnl) 組 織型がもつ特徴を性別,年 齢,肉 眼型,占 居部位,

のintestinal typeとdiruse typeに分ける方法があ   リ ンパ管侵襲, リンパ節転移fllに,検 討した。特に組

る。私達の教室ではさらにそれに形態を考慮し加味し  織 型とリンパ管侵襲,組 織型とリンパ節転移の関係や   。

て,以前より分胃癌の組織型を3つ に大別し,その特徴   原 発巣が高分化型癌と低分化型癌の混在した混合型癌

を主に核DNA量 から検討してきた。その分類は ①   に おける転移リンパ節の組織像を詳細に検討し,胃 癌

膠様腺癌をはぶいた乳頭腺癌,高 分化型管状腺癌,中   の 組織型の特徴を明らかにしようと試みた。

分化型管状腺癌を高分化型癌,② 低分化腺癌および印            材 料と方法

環細胞癌を低分化型癌,③ 双方の混在症例を混合型   研 究の対象は私達の教室で1970年～1979年の10年間

癌, とするものである。 しかし胃癌の組織は一様でな  に 切除した早期胃癌162例,早 期胃癌類似進行癌62例,

く,進 行癌ではより複雑である。そこで今回は早期胃  合 計224例 (多発癌18例を除いた)で ある (表1).手
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表 1 対 象症例 (大阪大学第2外科1970年～1979年)

41(1773)

判定 し,原 発巣における優勢な組織像 と比較 した。

結  果

各組織型 と性別の関係は図 1に示す とおりである。

全症例では男性が66.5%で あ るのに対 して女性 は

33.5%で あった。高分化型は男性が多 く79,8%で ある

のに対して女性は少なく20.2%で あ り,一 方低分化型

では男性が比較的少なく49.1%で あるのに女性では,

逆にやや多 く50.9%で あった。混合型は,男 性67.1%

であ り,女 性は32.9%で ,高 分化型および低分化型の

男女の比率の中間にあった。

年齢 と胃癌の組織型の関係を検討 した結果が図 2で

ある.高 分化型癌は20～39歳で20.6%,40～ 69歳まで

は44.5%で あ り,70歳 以上では52.9%に なっていた。
一方低分化型癌はそれぞれ32.4%,24.3%,11.8%で

あった。高分化型症例は高齢になるに従って増加する

のに対して,低 分化は逆に少なくなって行き,若 年者

に多い傾向があった。

組織型 と肉眼型 との関係を図 3に 示 した。高分化型

は I.IIaで90。4%,IIa tt IIcで55.5%,IIbで 44.4%,

IIcで26.1%,IIctt IIIで38.7%で あった。それに比べ

低分化型は I,IIaにはほとんどなく,IIattIIcで15%,

IIbで33.3%,IIcで 37.5%,IIctt IIIで21.3%で あっ

た。このように I,IIaは高分化型によって占められて

お り,IIcでは,高 分化型が比較的少なくなり,低 分化

型が多 くなっていた。

占居部位別にみると,図 4に 示すようになった。 こ

図 1 組 織型と性別
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図 2 各 年齢別と組織型

左欄は年齢を表わす。
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表2 胃 痛組織の三つの大別

19習
5劾

乳頭腺語 (pap)

高分化型管状像お (tub')

中分化型管状腺寝 (tub 2)

17w3易)

56例
( 2 5 0 % )

低分化腺福 (por)

印環細胞寝 (笥宮)

膠様腺活(muc)5例 は別に扱かった

(22%)

術で得た切除胃は大弯側で切開し10%ホ ルマ リンで回

定した。病巣を小弯線に平行に 5 mm間 隔に切出し,

水洗,ア ルコールで脱水,キ シレン,パ ラフィンをと

おして,パラフィンブロックにした。作成 したパラフィ

ンブロックを 6″ で薄切,脱 パラ後 HE染 色標本にし

た。郭清された リンパ節は hirusを含めた割面で,原発

巣 と同様に H.E=染色標本を作成 した。顕鏡にて必要

な組織学的所見を得た。

原発巣の組織型は高分化型痛 と低分化型癌に分け,

その双方の混在型を混合型痛にした。表 2に 示すよう

に高分化型痛は,乳 頭腺癌 (pap.),高分化型管状腺癌

(的bl),中 分化型管状腺癌 (tub2)で構成されている場

合であ り,低 分化型癌は低分化型腺癌 (por.)または印

環細胞癌 (sig.)で構成されている場合である。また膠

様腺癌(muc)の 5例 は別にとり扱った。高分化型癌は

93例 (41.5%),低 分化型癌は56例 (25.0%)混 合型癌

は70例(31.3%)なおここでいう高分化型および低分化

型癌は,単 独組織像であ り,Laur6nl)の い うdiruse

typeには腺癌を有するものも含まれているのに対 し,

私達のいう低分化癌はほとんど腺腔を有 しないものを

さしている。そしてそれの組織型 と性別,組 織型 と年

齢,組 織型 と肉眼型,組 織型 と占居部位について検討

した。また深達度別の リンパ節転移率を組織型に分類

し, リンパ管侵襲の程度 との関係を求めた。さらに混

合組織型では,そ の優勢像の組織型 とリンパ節転移率

ならびに リンパ管侵襲の割合を求めるとともに,転 移

した リンパ節の組織像がいずれの組織型であるのかを



図 3 組 織型と肉眼型
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図 5 組 織型とリンパ節転移
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(54.5%)であった。これを組織型に分けて検討 した結

果が図 5で ある。m癌 を合めた リンパ節転移率は高分

化型が22.6%,混 合型は51.4%と 多 く,低 分化型 は

89%と 低い値を示 した。これにはm癌 の低い転移率が

含まれるため,m癌 をのぞいた リンパ節転移率も求め

たところ,転 移率は29.9%,56.4%,12.5%で あった。

いずれにせよ高分化型の方が リンパ節転移率が高 く,

低分化型の転移率が低かった。

リンパ管侵襲 とリンパ節転移については,す でに教

室の栗山らめが n(十)例での ly陽性率が n(一)例の ly

陽性率 と比べ有意に高 く62%で あったことを報告 して

いるので, ここでは組織型 とリンパ管侵襲 との関係を

もとめた。私達は胃癌取扱い規約りの lylを同一標本

で リンパ管に癌細胞が侵襲 した リンパ管の個数が 1

～2個 をさし,ly2は 3～ 5個 ,ly3は 6個 以上の多数

と数量化 して整理 した。m癌 症例をのぞいた ly陽性率

は右欄に別に表示 した。ly陽性率は58.2%,混 合型は

56.4%で あ るのに対 し,低 分化型 は陽性率が低 く

28.1%で あった,そ の内で もly2,ly3は,そ れぞ れ

3.1%で低率であった。リンパ節転移率の低い低分化型

は リンパ管侵襲でも高分化型および混合型と比べて低

い値をしめした。

次に混合型について ly陽性率 とリンパ節転移率を

検索した。混合型は低分化型 と高分化型の双方が混在

しているものであるが,これをさらに優勢像によって,

高分化型優勢の混合型 と低分化型優勢の混合型に分け

た。表 4は m癌 を除いた混合型の ly(十)率 とリンパ

節転移率を示したものである。混合型の中で,高 分化

型が優勢な症例254alのうち,ly陽 性は13例で52%で あ

図 4 占 居部位にみた組織型

A領 域 :AM,AMCを 含む,M領 域 IMA,MC,

MAC,MCAも 含む,C領 域 ;CM,CE,CMA,CEM

も含む.

表 3 深 達度とリンパ節転移率

ここでのpm痛 ,ss以 下癌は,早 期胃癌類似進行

癌症例であり,全 進行癌症例ではない。

症例数 転移症例数 転移率

m福 6 7 t04%

sm活 30 316%

pm滝 40 1 4 350%

s s以下宿 2 2 545%

合 計 224 63 28,%

こでは,A,M,C,の 部位のみに占居 した症例だけ別

にあつかっている。またA領 域に,AM,AMCを 含み,

M領 域には,MA,MC,MAC,MCA,を 含み, C領 域

には,CM,CE,CMA,CEMを 含んでいる。Aお よび

Cに 高分化型が58.5%と 66.7%と いずれも多い傾向に

あるのに対して,Mの 部位では29.3%と 少ない。それ

に対 して低分化型癌は A,Cで 12.3%,16.7%と 低い

が,Mで 40%と 多 くなる傾向を示している。M領 域で

も同様で36.6%で あった。

早期目癌および早期胃癌類似進行胃癌の深達度別に

みた リンパ節転移率を表 3に あらわした。全症例では

224例中63例28.1%に リンパ節転移があった。m癌 は67

例中 7例 (10.4%),sm癌 は95例中30例(31.6%),pm

癌は40例中14例 (35.0%),ss以 下の癌は22例中12例
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表4 混 合型のly(十)率とリンパ節転移率
ここでの数値は,m癌 を除いた症例である.

優 勢 像 け(十)宰 リンバ節転移率

(高)分化型
13/25
(5296)

10/25
(40%)

低分化型
18/45
(40%)

26/45
(57.8%)

表 5 混 合型の原発巣と転移巣の組織像

転移巣で高分化型,ほ 分化型の双方が一つのリン

パ節で見られる場合,あ るいは双方の転移数が同数

である場合を リンパ節転移優勢像で混合型とあらわ

した。

号赫 <響 1高)分化] 巳 合 理

(高)分化型 3 4 3

低 分化型 5 8 1 3

図6 組 織型とリンパ管侵襲

組織型別にm癌 を除いた症例を,ly。,lyl,ly2,ly3,

別の%を もとめた.右 欄はly陽性率を示す。
( m店 をのぞいた症例 )

り, リンパ節転移陽性は10例で40.0%で あった。それ

に比べて低分化型が優勢な混合型45例中,ly陽 性は18

例で40%で あ り,図 6の 低分化型単独症例の ly陽性率

28.1%よ りも高い値であった。また リンパ節転移でも,

低分化型が優勢な混合型では45例中26例で57.8%で あ

り,低 分化単独症例の図 6で 示した28.1%よ りも高い

値を示 していた。両者の深達度が同一のもので比較 し

てもリンパ節転移率は混合型ではるかに大きかった。

このように低分化型単独症例 と低分化型優勢の混合型

症例 とは異なった特性を有 していると考えられた。

最後に混合型症例で原発巣で優勢な組織像 と転移巣

で優勢な組織像の関係を検討した。表 5に 示すように

原発巣の組織像で高分化型が優勢である症例で,転 移

巣も高分化型が優勢であったのは 3例 であ り,一 方 3

例は リンパ節転移では低分化型が優勢であった。一つ

の リンパ節に双方の像がみられるか,ま たは双方の転

43(1775)

移像が同じであるような症例を混合 と表示したが, こ

れは 4421あった。一方,低 分化型優勢の混合型症例で

は,高 分化優勢な症例は 5例 あるのに対して,低 分化

型が多いのは13例であった.

考  察

胃癌の組織型の特徴を明らかにする目的で,本 研究

では早期胃癌および早期胃癌類似進行癌を研究対象に

選んだ.そ してそれらの組織型を高分化型癌および低

分化型癌に分けた。それぞれは単一な組織よりなる,

いわゆる単独組織症例である。 と くに低分化型癌は腺

腔の有無に留意し,ほ とんどないものを低分化型癌 と

した。そして双方の組織が混在する場合を混合型癌 と

した。また多発癌は組織型の分類においても,肉 眼型,

占居部位, リンパ管侵襲 とリンパ節転移の検討におい

ても,そ の正確な評価は不可能であるため本研究では

除いた.

なお膠様腺癌 (muc)は 5例 (2.2%)あ ったが, こ

の組織型は高分化型に入れるか,ま た低分化型に入れ

るか論議のあるところで本研究では別に取 り扱った。

早期胃癌162症例 とそれに準ずる早期胃癌類似進行

癌62例,合 計224例の内高分化型癌が93例 (41.5%),

低分化型癌56例 (25.0%),混 合型癌は704/11(31.3%)

であった。最近の仁瓶'の 早期胃癌のみを対象 とした

報告では,高 分化型癌は52例(52.6%),低 分化型癌18

例 (18.6%),混 合型癌27例 (27.8%)で あ り, これと

やや果った結果であった.

肉眼型 と組織型 との関係は,隆 起型に高分化型癌が

多 く,一 方陥凹型では高分化型癌が比較的少なく,低

分化型癌が多 くみられる傾向がみられた。

また占居部位では,A領 域には高分化型癌が多 く

53.3%で あ り,そ れにくらべ低分化型癌はM領 域が多

かった。 こ れについては仁瓶 らの報告では高分化型癌

の多 くはA領 域 で55.8%,低 分化型癌 はM領 域で

44.4%を 占めたとしてお り,今 回のわれわれの結果 と

酷似 していた。

深達度 とリンパ節転移については,今 回の結果のう

ち pm,ss以 下は早期胃癌類似進行癌の転移率であ り,

進行癌のすべてのものではない。われわれの症例の内

m癌 ,sm癌 とも概ね報告よりやや高い転移率を示 し

た。その理由は不明である。なおm癌 については,神

前 らのの2.4%と いう低い報告 もあるが,梶 谷つ12%,

石樽的7.4%な どの転移率も報告されている。

組織型 と転移では高分化型癌が転移をおこしたのは

93例中21例で22.6%で あり,ま た混合型癌は70例中36

てお)分化型
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の核の出現率をもとめ分析し,混 合型癌でも低分化型

優勢症例では,そ のいずれもが高値をとったのに対 し

て,単 独の低分化型癌は,い ずれもが低値をとったこ

とを明らかにしている。

近年,胃癌を胃型 と腸型に分け1い
,組織化学的な研究

が進められているが,今 後特に単独組織型の低分化型

癌 と混合型癌の低分化型癌 とについて組織化学的な研

究が必要であると考える。

ま と め

早期胃癌および早期胃癌類似進行癌の組織型を高分

化型癌,低 分化型癌および両者の混在する混合型癌に

分類し,臨 床病理学的検討を行った。

高分化型癌は男性に多 く,年 齢が高齢になるに従っ

て,占 める害J合が増加した。肉眼型では I型 ,IIa型 の

隆起型に多く,占 居部位ではAお よびC領 域に多 く認

められた。 リ ンパ節転移および リンパ管侵襲はいずれ

も低分化型より陽性率が高かった。

低分化型は女性に多 く,年 齢が若年者に多 くなる傾

向にあった。肉眼型では IIc,占居部位ではM領 域に多

く認められた, リンパ節転移率および リンパ管侵襲陽

性率は,高 分化型癌および混合型癌よりも低値をしめ

し, リンパ節転移をおこしにくい性格があると考えら

れた。

混合型癌では リンパ節転移率が高 く, ことに低分化

型優勢の混合型癌では高率であった。

混合型癌の転移巣において組織型は,お おむね原発

巣の優勢像の組織型をとる傾向がみられた。

この論文の要旨は第20回日本消化器外科学会総会 (昭和

57年7月,東 京)で 発表した。
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